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同窓会名：榛原中学校卒業後はじめての同窓会
卒業年月：平成21年3月榛原中学校卒業生
開  催  日：11月12日、30名出席

同窓会時に行ったアンケート結果

　
■同窓会応援事業について

　・同級生が集えるきっかけになり良かった

　・故郷について再度、見つめ直すことができ
た

　・今後も継続してこの事業を続けて欲しい

　・この事業を知らない方も多いと思うので、

　　もっと大々的に周知して欲しい

■宇陀市について

　・自然豊かで環境が良く、空気がおいしい

　・治安も交通の便も良く非常に住みやすいま
ち

　・高齢化が進み若者は市外へ転出している

　・もっとみんなが集まる集客を見込める施設
の

　　建設、または誘致をして欲しい

　・宇陀市独自の特産品をもっとＰＲ

　・若者が参加できるようなイベントがあれば

　・このままの宇陀市も良いが、特に人が優し
い、

　　人に優しいまちなので、もっと人が行き交
う

　　活気あふれるまちになって欲しい

み
な
さ
ん
の
同
窓
会
を
応
援
！

 
宇
陀
市
「
ア
タ
ッ
ク
25
」

  
20
歳
代
の
同
窓
会
応
援
事
業
!!

　
　
　
　
　    
　
　
　
　
問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

　
市
で
は
、
独
自
の
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
の
卒
業
者
で
、

20
歳
代
の
方
が
市
内
で
同
窓
会
を
開
催
さ

れ
た
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、
こ

の
同
窓
会
を
通
じ
て
、
宇
陀
市
へ
の
定
住

や
ふ
る
さ
と
へ
の
U
タ
ー
ン
を
よ
り
現
実

的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
2
組
の
方
々
が
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
成
人
式
以
来
、
久
々
に
同
級
生
が

集
ま
れ
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ

う
で
、
当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
や
互

い
の
近
況
報
告
の
ほ
か
、
改
め
て
友
人
の

大
切
さ
、
母
校
の
思
い
出
の
大
切
さ
を
確

か
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
今
の
宇
陀
市
の
こ
と
や
、

こ
れ
か
ら
将
来
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
よ

う
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
お
話
し
し
て
く
れ

ま
し
た
。

同窓会名：東榛原小学校同窓会
卒業年月：平成17年3月東榛原小学校卒業生
開  催  日：12月10日、30名出席

宇陀市「アタック 25」
　20歳代の同窓会応援事業補助金概要

【対象】
○市内の同じ学校の卒業生で、学年単位または学級単
位で開催されるもの
○ 20歳代の方（昭和 62年 4月 2日～平成 8年 4月
1日生まれ）
○市内の旅館・飲食店で開催すること
○同窓会の案内を 25名以上に送付していること
　(25 名に満たない場合はご相談ください )
○同窓会の出席者に、市が提供するパンフレットを配
布すること

【補助金額】
　１人につき最大 2,500 円（限度額 25万円）

【申し込み】
　①開催 14日前までに申請書を提出
　②内容を審査のうえ、市が交付決定
　③同窓会終了後 30日以内に実績報告
　④実績報告に基づき補助金を交付

詳しくはまちづくり支援課
で聞いてね！

この同窓会の開
催をきっかけに

、みんなが

「これからもこ
こで住もう」、「

宇陀市に戻って
こよう」

と思ってくれる
ことを願ってる

よ！



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

バ
ス
の
特
性
や
マ
ナ
ー
、
大
切
さ
を
学
び

 

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
を
守
ろ
う

小
学
生
が
公
共
交
通
を

　
　
　
　
　
　体
験
学
習

　
宇
陀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
（
事
務
局
：
企
画
課
）
で

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
奈
良
交
通

㈱
の
協
力
の
も
と
、
バ
ス
の
乗
り

方
や
乗
車
時
の
マ
ナ
ー
等
を
学
び
、

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
で
あ

る
バ
ス
利
用
の
大
切
さ
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
バ
ス
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
2
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
年
内
に
市
内
の
小
学
校
5
校

（
２
０
０
人
）
が
参
加
し
、
1
月
13

日
に
榛
原
西
小
学
校
の
3
年
生
（
24

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使

い
方
や
料
金
表
の
見
方
を
は
じ
め

基
本
的
な
バ
ス
の
乗
り
方
の
ほ
か
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
特
徴
や
、
車
い
す

利
用
者
の
バ
ス
乗
降
介
助
の
学
習
、

バ
ス
の
死
角
と
な
る
場
所
の
確
認

な
ど
を
行
い
、
参
加
し
た
児
童
は
熱

心
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
、「『CI-CA

（
シ
ー

カ
：
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
）』
は
ど

こ
で
買
え
る
ん
で
す
か
？
」
や
「
バ

ス
の
タ
イ
ヤ
の
直
径
は
何
セ
ン
チ

で
す
か
？
」
と
質
問
が
で
る
な
ど
、

普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
バ
ス
の
詳

し
い
説
明
に
興
味
津
々
の
よ
う
で

し
た
。

宇陀市　移住・定住

▲ バスのエンジンは、ディーゼルエンジン。
排気ガスや燃費にも注意して、環境に 
やさしい乗り物を目指しているんだ。

▲ バスはみんなで利用するもの。だから乗
車中のマナーには気を付けようね。

宇
陀
市
で
の
定
住
を
応
援
！

　宇
陀
市
定
住
の
ス
ス
メ
! !

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

宇
陀
市
定
住
促
進
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す

　
定
住
者
の
増
加
と
自
治
会
活
性
化

に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
定
住
を
目
的
と

し
て
市
内
で
住
宅
取
得
し
た
方
に
、

市
内
で
買
い
物
が
で
き
る
「
ウ
ッ

ピ
ー
商
品
券
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
、
1
年
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
住
宅
取
得
と
は
】

　
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

「
新
築
」
ま
た
は
「
購
入
」
す
る
こ

と
で
、
住
宅
の
所
有
権
登
記
を
完
了

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
相

続
や
贈
与
に
よ
る
場
合
は
対
象
外
。

【
対
象
】

①
転
入
者
（
10
万
円
）

住
宅
取
得
し
、
市
外
か
ら
転
入

し
た
方

・
転
入
し
て
か
ら
住
宅
取
得
す
る
場

合
は
、
転
入
日
か
ら
1
年
以
内
に

住
宅
取
得
す
る
こ
と
。

・
転
入
日
以
前
１
年
間
は
宇
陀
市
民

で
な
い
こ
と
。

※
な
お
、
転
入
日
以
降
1
年
を
超
え

て
住
宅
取
得
し
た
場
合
、
ま
た
は
、

転
入
日
以
前
１
年
間
に
市
民
で
あ
っ

た
場
合
は
、
②
の
交
付
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

②
市
民
（
5
万
円
）

住
宅
取
得
し
た
市
民
の
方

・
住
宅
の
建
て
替
え
も
対
象
（
平
成

24
年
７
月
１
日
以
降
住
宅
取
得

分
よ
り
対
象
）

※
住
宅
の
増
築
や
改
築
は
対
象
外

【
要
件
】
全
て
該
当
す
る
こ
と

○
取
得
し
た
住
宅
が
、
交
付
対
象
者

の
名
義
で
あ
る
こ
と
（
共
有
可
）

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
転
入

者
は
、
前
住
所
地
で
市
町
村
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
）

○
住
宅
取
得
し
た
地
域
の
自
治
会
に

加
入
し
て
い
る
こ
と

【
申
請
期
限
】

　住
宅
取
得
日
（
住
宅
の
所
有
権
登

記
の
日
）
か
ら
1
年
以
内
　

【
子
育
て
支
援
加
算
】

　
申
請
時
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も

が
同
居
す
る
場
合
は
、
そ
の
人
数

に
よ
っ
て
、
子
育
て
支
援
金
を
加

算
し
て
、「
宇
陀
市
ウ
ッ
ピ
ー
商

品
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

○
1
人
　
　
　
５
万
円
分
加
算

○
2
人
　
　
　
10
万
円
分
加
算

○
3
人
以
上
　
20
万
円
分
加
算

【
申
し
込
み
】

　
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
え

て
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
内
で
住
宅
を
「
新
築
」

　
　
　
　
　ま
た
は
「
購
入
」
さ
れ
た
市
民
の
方
へ

まちづくり支援課には

いろんな資料があります！

ぜひ、ご相談ください
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健
全
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て

　公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
見
直
す
計
画
に

　
　み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
総
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

公
共
施
設
の
現
状

　
宇
陀
市
で
は
、
合
併
に
よ
り
多
く

の
公
共
施
設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

道
路
や
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
水
道
等

の
施
設
を
除
く
、
い
わ
ゆ
る
建
築
物

（
行
政
事
務
所
、
教
育
施
設
、
文
化

施
設
、
公
営
住
宅
な
ど
）
が
３
８
９

か
所
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
施
設
の
多
く
は
今
か
ら

お
よ
そ
30
年
～
40
年
前
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
数
値
で
表
す
と
築
後
30
年
を
経

過
し
て
い
る
も
の
が
全
体
の
45
％
あ

り
、
10
年
後
に
は
約
70
％
の
建
物
が

築
後
30
年
以
上
と
な
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

費
に
は
年
間
約
23
億
円
を
要
し
て
お

り
、
利
用
状
況
に
影
響
さ
れ
な
い
固

定
費
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
老
朽
化
に
伴
う
補
修
が
年
々

増
加
し
て
い
く
た
め
、
市
の
財
政
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

人
口
減
少
や
構
造
の
変
化

　
市
で
は
、
現
在
人
口
減
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
は

進
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
施
設
の
多
く
が
、
人

口
4
万
人
を
超
え
て
い
た
平
成
元
年

頃
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
利
用
者
と
な
る
市
民
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
構
造
の
変
化
を
み
る

と
、
建
築
当
時
と
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
施
設
の
用
途
も
時
代
に

沿
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
で
き
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
は

　
そ
こ
で
施
設
の
実
態
調
査
を
行

い
、
今
後
必
要
と
な
る
維
持
管
理
費

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
年
間
約
30
億

円
と
い
う
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
定
期
的
な
改
修
や
更
新
な

ど
に
要
す
る
金
額
で
あ
り
、
み
な
さ

ん
の
大
切
な
資
産
を
次
の
世
代
へ
安

全
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
経
費

で
す
。

　
そ
の
上
で
、
変
化
し
て
い
く
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
運
営
に
も
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
施
設
を
取
り
巻
く
現

状
か
ら
、
市
が
将
来
的
に
管
理
で
き

る
資
産
量
を
考
え
、
適
正
に
維
持
管

理
し
て
い
く
た
め
の
方
針
を
「
宇
陀

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で

宇
陀
市
の
都
市
計
画
に
対
す
る
意
見
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

　
市
で
は
、都
市
づ
く
り
の
長
期
的
・

総
合
的
な
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
「
宇
陀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
プ
ラ
ン
の
素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
公

表
し
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
求
め
る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】宇
陀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
素
案
）

【
募
集
期
間
】
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓
口
に

て
閲
覧
で
き
ま
す
。

定
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
素
案
に
対
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
求
め
る
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

【
内
容
】
宇
陀
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
（
素
案
）

【
募
集
期
間
】
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
総
務
課
窓
口
に
て
閲
覧
で
き

ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ま
た
は
総
務
課
で
配
布
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
配
布
。

未来の
宇陀市

のまち
は

どうあ
って欲

しい？未来の
宇陀市

のまち
は

どうあ
って欲

しい？

宇
陀
市

　都
市
計
画
プ
ラ
ン

宇
陀
市

　公
共
施
設
プ
ラ
ン

0

20

40

60

80

100

H7 H47H37H27H17 （年）

（％） 【人口構造の変化】

※上記、宇陀市人口ビジョン（平成27年 12月）を加工
　いずれも、H27年以降は推計値

年少人口比率（０～ 14歳）

15,000

25,000

35,000

45,000

Ｈ7 Ｈ37Ｈ27Ｈ17 Ｈ47

（人）

（年）

【人口の将来展望】

42,035

24,625
28,20732,563

37,183

生産年齢人口比率（15～ 64歳）
老年人口比率（65歳以上）

市の公共施設は、
昭和39年以前の
ものもあるのかぁ

今でも築30年以上
経つ施設が全体の
45％もあるんだ
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滞納処分の流れ

　みなさんから納めていただいた税金は、福祉や医療、教育、
道路や下水道の整備など、市民のみなさんが、安全で安心して
暮らすことができるまちづくりのために使われます。
　重要な市の財源となる税金の滞納を認めると、納付期限内に
納めていただいた方との公平性を欠くことになります。また、
市の財政を圧迫し、行政サービスの提供に支障を来すことにな
ります。

　徴収率は毎年上昇して、滞納額も減少してきているものの、
左記グラフにもあるように、平成27年度の市税では1億6,326
万 4,164 円、国民健康保険税においては 1億 9,236 万 4,394
円の滞納額があります。
　市では、そうした滞納を減らすために、収入または財産があ
るにも関わらず納付いただけない方に対して差押など滞納処分
を強化しています。

納付が困難になったら・・・
　中には、「病気で働けず収入がない」など、様々な理由で納
付できない方もおられると思いますが、滞納になる最初の段階
で相談していただければ、分割納付や徴収の猶予ができる場合
もあります。納付が困難だと思ったら、放置せずに必ず市徴収
対策課へご相談ください。

ストップ滞納

～みんなで

    支え合う社会に！～

問 徴収対策課

（☎ 82・3643 ／ IP ☎ 88・9085）

【滞納額と徴収実績額の推移】

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

60

80

100

Ｈ23 Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24
（年度）

（％）（億円）

市税滞納額 国保税滞納額
市税徴収率 国保税徴収率

納期限を過ぎても納付がない人に、督促状・催告書の送付、
電話催告などを行います。

もしも

 滞納してしまうと・・・

※市では、昨年 10月から県と協働で「奈良県市町村税納税コー
ルセンター」を開設し、納付の確認が取れない方に、委託した業
者のオペレーターより電話で納付の呼びかけを行っています。
　電話案内では、必ず「奈良県市町村税コールセンター○○です」
と名乗り、納付期限が過ぎていることをお知らせします。

※こちらから金融機関名や口座番号を指定し、振込を指示するような案
内は絶対にありませんので不審な電話には十分ご注意ください。

２    財産調査を実施
　滞納者の財産について、官公署、金融機関、
保険会社、勤務先などの調査を行います。
また、場合によっては、自宅などの捜索を行
うこともあります。

３    財産の差押を執行
　不動産、動産、預貯金、生命保険、給与、年金のほか、自動車
などの差押を行います。差押後も納付されない場合、差押財産の
公売・取り立てを行います。
※差押になると、金融機関や勤務先、取引先などからの信用を失っ
てしまう恐れがあります。

納 期 限

督　促

公売・換価

差　押

財産調査

滞納市税など
に充当

※滞納額の一
部を納付しても
差押解除にはな
りません。延滞
金含む全額が完
納されるまで、
滞納処分は継続
します。

延滞金
納期限翌日
から発生
督促状
督促手数料
が発生

― 納税は国民の三大義務の１つ ―

１督促状や催告書を発送
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市
長
日
記

▼
新
年
を
迎
え
、
各
種
団
体
な
ど
の

新
年
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
、
皆
さ
ま
の
事
業
に

対
す
る
熱
い
想
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
成
人
式
に
出
席
し
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
で
は
、
今
ま

で
の
20
年
間
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
1
人
の
社
会
人
と
し
て
権
利
だ

け
で
は
な
く
、
義
務
と
責
任
を
自
覚

し
、
宇
陀
市
、
そ
し
て
日
本
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
平
成
29
年
度
予
算
案
の
最
終
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
か
ら

の
要
望
、
ま
た
、
宇
陀
市
の
将
来
に

向
け
て
の
投
資
な
ど
、
広
く
担
当
者

か
ら
意
見
を
聞
き
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
地
方
財
政
対
策
の
仮

試
算
で
は
、
大
幅
な
地
方
交
付
税
の

減
額
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
状

維
持
な
ど
を
求
め
る
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
高
市
総
務
相
の
ご
努
力

な
ど
に
よ
り
、
減
額
幅
が
抑
制
さ
れ

ま
し
た
が
、
依
然
、
厳
し
い
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
職
員
数
の
減
数
、
各
種
施
設

の
統
廃
合
な
ど
様
々
な
行
財
政
改
革

を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
社
会

福
祉
費
の
増
額
も
あ
り
全
て
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
選
択
と
集
中
の

中
で
、
宇
陀
市
の
今
を
良
く
す
る
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
予

算
と
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

▼
奈
良
県
市
長
会
長
と
し
て
色
々
な

審
議
会
な
ど
に
出
席
し
、
県
内
各
市

の
抱
え
る
問
題
、
宇
陀
市
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
特
に
、
東
和
地
域
医

療
構
想
会
議
で
中
山
間
地
域
の
医
療

の
事
情
を
改
善
す
る
よ
う
繰
り
返
し

発
言
し
て
き
た
こ
と
が
、
地
域
医
療

構
想
の
中
で
記
さ
れ
、
宇
陀
市
立
病

院
の
医
師
の
偏
在
な
ど
が
理
解
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
が
医

師
の
派
遣
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

▼
宇
陀
市
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
良

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
勿
論
、
議

論
も
大
事
で
す
が
、一
人
ひ
と
り
が
、

行
動
を
起
こ
す
時
に
来
て
い
ま
す
。

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
寒
さ

に
打
ち
勝
つ
運
動
、
仕
事
を
通
じ

て
、体
調
維
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
を
み
ん

な
で
創
り
ま
し
ょ
う
。

12月 15日、かぎろひを観る
会に参加。歴史浪漫あふれる
悠久の空間を楽しみました。

新
年
の
宇
陀
市
づ
く
り
に
向
け
て

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

 
宿
泊
事
業
者
の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

【事業の基本条件】
　事業の基本条件を次のとおりとしながら、事業予定者の提案をできる限り尊重
し、事業予定者と協議の上、事業の条件を確定することになります。
　○施設は宿泊施設とし、施設の規模は、宿泊収容人数 200名程度あるいはそれ以

上とすること
　○施設の外観および外構は、周辺環境と調和したデザインとすること
　○地域経済団体等の活動に積極的に参加すること
　○宿泊業の営業に際し、外注業務、資材調達等の発注、地元食材の利用など、でき

る限り市内事業者と連携するとともに、雇用の創出等、市全体の経済効果につな
がる取り組みを実施すること

　○大規模災害時の避難施設として活用協力すること　　　　　　　など

【宿泊事業用地について】
　市が宅地造成を行った後、事業予定者に売却もしくは貸与します。

【宿泊事業予定者の決定方法】
　公募型プロポーザル方式により決定します。

【受付締切】2 月 28日（火）
　事業詳細、募集要項などについては市ホームページで。

【その他】この事業では、宿泊施設隣接に災害時に対応できる防災機能を有する
公園の整備を行います。平時は、運動公園、薬草公園、薬樹の森として四季を通
じて楽しむことができ、散策できる環境整備を行うとともに、近隣の総合運動場・
体育館等と併せてスポーツツーリズムなどを推進していきます。

宇陀市　宿泊事業者誘致

　
市
で
は
、
市
の
資
源
を
最
大
活
用
し
な
が
ら
産
業
振
興
・
雇
用
創

出
・
観
光
交
流
を
拡
大
し
、
市
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
奈
良
県
東
部
地
域
の
観
光
の
拠
点
と
な
る

宿
泊
施
設
を
建
設
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

所在地 榛原萩原地内（宇陀市総合体育館周辺）

敷地面積（予定） 約15,000㎡～20,000㎡　事業予定者と協議の上、決定

周辺施設 宇陀市総合体育館、総合グランド、温水プール、テニス場等

【事業用地概要】
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菟
田
野
稲
戸
に
は
、
日
本
最
初

の
刀
剣
師
「
天
国
（
あ
ま
く

に
）」
が
数
々
の
銘
刀
を
鍛
え
る
た

め
に
使
っ
た
「
天
国
の
井
戸
」
の

伝
承
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、

宇
陀
に
は
平
安
時
代
頃
か
ら
「
宇

陀
鍛
治
」
と
呼
ば
れ
る
刀
鍛
冶
集

団
が
い
た
そ
う
で
す
。

　
昔
か
ら
刀
剣
の
世
界
で
は
、
ど

の
地
で
打
っ
た
か
を
大
切
に
し
、

刀
に
作
刀
し
た
地
名
を
刻
む
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
私
も
作
品
に

は
「
室
生
住 

河
内
隆
平
」
と
刻
ん

で
い
ま
す
が
、
室
生
は
歴
史
的
に

も
有
名
で
す
し
、
宇
陀
は
刀
剣
の

祖
に
縁
の
あ
る
地
と
し
て
、
喜
び

と
誇
り
を
持
っ
て
刻
ん
で
い
ま
す
。

私
は
刀
鍛
冶
の
家
系
に
生
ま

れ
、
幼
少
の
頃
か
ら
刀
が
日

常
に
あ
る
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
銘
刀
に
は
道
具
と
い
う
よ

り
も
、
伝
説
や
歴
史
、
そ
の
美
し

さ
が
あ
り
、
そ
の
世
界
観
の
虜
に

な
り
ま
し
た
。

今
は
刀
剣
が
求
め
ら
れ
る
時
代

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
、

刀
剣
が
題
材
と
な
る
ゲ
ー
ム
や
ア

ニ
メ
が
増
え
て
き
た
よ
う
で
、
特

に
若
い
女
性
や
外
国
人
が
日
本
刀

に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

驚
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
入
り

口
に
少
し
で
も
刀
の
持
つ
様
々
な

価
値
や
浪
漫
、
意
義
、
魅
力
を
広

く
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。

日
本
刀
の
世
界
で
は
鎌
倉
時
代

が
技
術
の
頂
点
な
ん
で
す
。

私
自
身
、
刀
鍛
冶
と
し
て
当
時
の

技
術
を
再
現
す
る
こ
と
、
ま
た
そ

れ
を
見
届
け
る
の
は
人
生
の
目
標

で
す
し
、
何
よ
り
宇
陀
の
持
つ
歴

史
的
風
土
的
価
値
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
伝
刀
（
で
ん
と
う
）
―

（
宇
陀
が
発
祥
と
い
わ
れ
る

日
本
刀
の
持
つ
価
値
を
伝
え
た
い
）

刀
工
　河
内
　隆
平
さ
ん

（
室
生
大
野
）

光にかざすと鍛えられた証で
ある刃紋がよくわかるんです。

楽
し
く
・
安
全
・
快
適
な

　宇
陀
市
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
う

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
‼

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

未来の
宇陀市

のまち
は

どうあ
って欲

しい？

僕たちも
一生懸命

練習し

ています
！

自転車楽しいよ！

　
昨
年
の
広
報
う
だ
6
月
号
の
特
集
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
Ｕ
Ｄ
Ａ
」
で

も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
榛
生
昇
陽
高
校
自
転
車
競
技
部
の
国
体

な
ど
で
の
活
躍
、
ま
た
近
畿
高
等
学
校
自
転
車
競
技
大
会
の
開
催
を

契
機
と
し
て
、自
転
車
で
宇
陀
市
を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

自
転
車
は
、
移
動
手
段
と
し
て
環
境
に
対
す
る
負
荷
が
少
な
い
だ
け

で
な
く
、
心
身
の
健
康
の
増
進
に
も
繋
が
る
身
近
な
乗
り
物
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
で
は
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
用
ス
タ
ン
ド
や
空
気
ポ
ン
プ
を
公
共
施
設

に
配
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
関
係
機
関
と
も
協
働
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情

報
発
信
や
市
内
各
所
を
巡
る
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
四
季
の
風
薫
る
宇
陀
市
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

▲自転車スタンド
▲宇陀サイクルレーシングのみなさん

▲榛生昇陽高校自転車競技部の選手

芳野川

至 榛原下井足
     榛原フレンドパーク

芳野川芳野川

高橋

至 榛原高塚
自転車のまち
ＰＲ看板 nara-cycl ing.com

僕たちが
看板に

なっちゃ
った（^^

）

これからもサイクリングを盛り上げましょう！
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